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主論文 

Assessment of ablative margin by MRI with ferucarbotran in radiofrequency ablation 

for liver cancer: comparison with enhanced CT 

（フェルカルボトラン併用MRIを用いた肝腫瘍ラジオ波焼灼療法での腫瘍周囲焼灼帯の評

価；造影CTとの比較） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 ラジオ波焼灼療法は肝細胞癌の治療として広く行われているが、その治療効果判定は、 

焼灼療法による炎症反応のため、通常1ヶ月後の造影CTで評価される。MRI造影剤フェルカ

ルボトランはクッパー細胞に取り込まれるため、肝臓はMRIT2強調像で低信号となり、腫瘍

は高信号となる。本研究ではフェルカルボトラン投与後に焼灼療法を行いMRIT2強調像を撮

影すると腫瘍は高信号、焼灼された周囲肝は低信号となることを利用して、この低信号域

が焼灼帯として評価できるか、現在の標準評価法である焼灼後1ヶ月の造影CTと比較し、そ

の有用性を明らかにした。本評価方法を用いるとラジオ波焼灼療法後早い時点での評価が

可能で、肝腫瘍治療の点で明らかに学術水準を高めたものと認める。 


